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縦⽅向
 マグマからのガス分離（脱ガス）

脱ガス

 マグマからのガス分離（脱ガス）
：縦⽅向・横⽅向

脱ガス 横⽅向
 脱ガス vs. 発泡

発泡
脱ガス s 発泡
→⽕道流の複雑なダイナミックス

爆発的噴⽕への遷移爆発的噴⽕への遷移

 マグマ空隙率分布（ミュオン 岩⽯学）
 多項⽬観測
 マグマ空隙率分布（ミュオン，岩⽯学）
 圧⼒分布（GPS，傾斜計）
 揮発成分組成（⽕⼭ガス メルトインクル ジョン） 揮発成分組成（⽕⼭ガス，メルトインクルージョン）
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 縦方向脱ガス浸透率:vk: 気液間相互作⽤⼒
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 ⽕道流の巨視的なダイナミックス：マグマ溜まり圧⼒とマ ⽕道流の巨視的なダイナミックス：マグマ溜まり圧⼒とマ
グマ噴出率の関係（p-q図）によって特徴づけられる
(e g Melnik and Sparks 1999; 2005)(e.g., Melnik and Sparks, 1999; 2005)

 Positive resistance → Stable systemy
 Negative resistance → Unstable system

q

マグマ噴出率

p

マグマ噴出率

p0

マグマ溜まりマグマ溜まり
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 ⽕道流の巨視的なダイナミックス：マグマ溜まり圧⼒とマ ⽕道流の巨視的なダイナミックス：マグマ溜まり圧⼒とマ
グマ噴出率の関係（p-q図）によって特徴づけられる
(e g Melnik and Sparks 1999; 2005)(e.g., Melnik and Sparks, 1999; 2005)

 Positive resistance → Stable systemy
 Negative resistance → Unstable system

q

マグマ噴出率

p

マグマ噴出率

p0

マグマ溜まりマグマ溜まり
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 ⽕道流の巨視的なダイナミックス：マグマ溜まり圧⼒とマ ⽕道流の巨視的なダイナミックス：マグマ溜まり圧⼒とマ
グマ噴出率の関係（p-q図）によって特徴づけられる
(e g Melnik and Sparks 1999; 2005)(e.g., Melnik and Sparks, 1999; 2005)

 Positive resistance → Stable systemy
 Negative resistance → Unstable system

q

マグマ噴出率

p

マグマ噴出率

p0

マグマ溜まりマグマ溜まり
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 Negative resistanceの領域が幅広いパラメータ範囲におい
て存在するて存在する．
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 Positive resistanceの領域が低噴出率の範囲において形成
されるされる．
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 p0-q図は 噴出率減少/増加とともに 横⽅向脱ガス/縦⽅ p0 q図は，噴出率減少/増加とともに，横⽅向脱ガス/縦⽅
向脱ガスのカーブに漸近していく. 
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 ２つのpositive resistance（stable）領域が形成される: ２つのpositive resistance（stable）領域が形成される:
Type AとType B

Type A
(high q)

Type B
(l ) (high-q)(low-q)
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 ⽕道浅部において⾼空隙率・⾼過剰圧 ⽕道浅部において⾼空隙率 ⾼過剰圧
 Ew⼩

nq
qE w

w 

横⽅向脱ガスの程度:横⽅向脱ガスの程度
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 ⽕道浅部において低空隙率・低過剰圧 ⽕道浅部において低空隙率 低過剰圧
 Ew⼤
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↓
ミュオンラジオグラフィ

↓
測地学的データ

↓
地球化学的データミュオンラジオグラフィ

岩⽯学的データ
測地学的デ タ
（GPS, tilt）

地球化学的デ タ
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 揮発成分分配のモデリング )d( zzCqCq  揮発成分分配のモデリング )d(ggll zzCqCq ii 
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 気相中揮発成分濃度:giC

E 0

Ew=1



液相中揮発成分濃度:liC

 Ew=0 
: batch分別

 Ew=1
: Rayleigh分別: Rayleigh分別
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Type AType B Type AType B

⽕道浅部 ⽕道浅部•⽕道浅部：
低空隙率・低過剰圧

地球化学的特徴

•⽕道浅部：
⾼空隙率・⾼過剰圧

地球化学的特徴•地球化学的特徴：
Rayleigh分別

•地球化学的特徴：
batch分別
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プ グ 縦⽅向脱ガス・横⽅向脱ガスのカップリング効果によっ
て，溶岩ドーム噴⽕において特徴が⼤きく異なる２タイ
プ ⽕道流が出現すプの⽕道流が出現する.

 その⽕道流のタイプは，地球化学的観測データ（⽕⼭ガ
スやメルトインクルージョンなど）を基に区別できる可
能性がある．


